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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 

*賛美　･･････････････････ 　５３番

*交読文　････････････････ 　１１番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１０７番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　４６４番

メッセージ　･･････････････ ノア - 滅びの日が来る前に為すべき事（創世記 7 章）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　４５８番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

『イエスはまた言われた、「よくよくあなたがたに言っておく。わたしは羊の門であ

る。わたしよりも前にきた人は、みな盗人であり、強盗である。羊は彼らに聞き従

わなかった。わたしは門である。わたしをとおってはいる＿＿は救われ、また出

入りし、牧草にありつくであろう。・・・わたしはよい羊飼であって、わたしの羊＿＿

を知り、わたしの羊＿＿はまた、わたしを知っている。・・・そして、わたしは＿＿

のために命を捨てるのである。』(ヨハネ 10:7-16)

「信仰とは、望んでいる事がらを確信し、まだ見ていない事実を確認することであ

る。・・・信仰によって、ノアはまだ見ていない事がらについて御告げを受け、恐れ

かしこみつつ、その家族を救うために箱舟を造り、その信仰によって世の罪をさ

ばき、そして、信仰による義を受け継ぐ者となった。」(ヘブル 11:1-7) 

メッセージ概要

ノアとその家族以外の人類は、全て、暴虐と不品行に染まってしまった時代においても、ノアは、子供達や

嫁達にしっかりと信仰を継承し、本当に起こるとも分からない大洪水に備えるために、百年をかけて、全長

およそ 135ｍの巨大な船を、主から示された通りの寸法で造り続けた。

その間、彼らは義を宣べ伝え続けたが、結局、誰も改心しなかったようである。(２ペテロ 2:5)

そうして、ついに箱舟は完成し、主が定められた時が近づいた。

『主はノアに言われた、「あなたと家族とはみな箱舟にはいりなさい。あなたがこの時代の人々の中で、わ

たしの前に正しい人であるとわたしは認めたからである。』(創世記 7:1)

主に命じられた通りの仕様で箱舟が完成した時、ノアの信仰は実体となり、主から「わたしの前に正しい

人」と認められた。信仰は行いによって実体化される。行いの無い信仰は死んだものである。(ヤコブ 2:17)

このようにノアは、行いを伴った信仰によって、多くのいのちを救う箱舟を造る働きをしたが、彼が主に命じ

られて救ったのは、きよい動物だけでなかった。「あなたはすべての清い獣の中から雄と雌とを七つずつ

取り、清くない獣の中から雄と雌とを二つずつ取り、また空の鳥の中から雄と雌とを七つずつ取って、その

種類が全地のおもてに生き残るようにしなさい。」（創世記 7:2-3）

主は、清い動物だけでなく、清くない動物をも、滅びから救われる。この事は、救いは、きよい民だけでなく  、

きよくない民である異邦人にも開かれている事を意味し、主の働き人の  宣教  を通して救いは広められる。

ペテロは幻の内に、四隅を吊るされた敷布が天から降りてきて、そこに、あらゆる獣、地を這うもの、空の鳥

が入っているのを見せられ、主に屠って食べるよう言われた。彼は「できません」と断ったが、主は「神が清

めた物を、清くないなどと、あなたは言ってはならない。」と言われた。（使徒 10:9-16）

救われたのは、きよいかきよくないかは関係なく、ただその時、救いの箱舟に入っているかどうかであった。

同じように今、救われるのは、良い人か悪い人かは一切関係なく、ただイエスを信ているかどうかなのだ。

「雄と雌とが、二つずつノアのもとにきて、神がノアに命じられたように箱舟にはいった。」(9節)

この動物たちが主の促しによって救いを得たように、私達も、主の促しが聞き分けられるように、いつも耳を

研ぎ澄ませ、主の御声を聞けるようにしているべきである。

もし世の思い煩いや富の誘惑によって、霊的感性が鈍っていたら、主の御声を聞き分けられず、ノアの家

族以外は箱舟をばからしく思ったように、救いの箱舟に入るべき時に「入らない」のだ。

「そこで主は  彼のうしろの戸を閉ざされた。」（16節）　その日その時、救いの扉を閉ざすのは人ではなく神

であり、ひと度、救いの門が閉じられたら、内にいる者には救いが、外にいる者には滅びが確定してしまう。

今は救いの時だが、それにはリミットがあり、それがいつなのかは、ただ主だけがご存知である。

「その日に大いなる淵の源は、ことごとく破れ、天の窓が開けて、雨は四十日四十夜、地に降り注いだ。」

（創世記 7:11-12） 悔い改める事をせずにいた人々に、ついに、裁きの時が来てしまった。

天の水門が一気に開かれ、地の底の深淵の源が張り裂け、そこから溢れる水は大波のように、濁流のよう

に全てを洗い流し、わずか 40 日ほどで、何千メートル級の山々さえ水没し、その上１５キュビトも覆うほど、

地球全体は水で覆われた。人々はそれまで、めとったり嫁いだり、売ったり買ったりしながら築きあげて来

た家も土地も財産も、ことごとく、一瞬にして流し去ってしまった。

それまで、天の上の水も地の下の水の源も、元々は全て生けるものを潤す恵みとして与えられていたが、

この日、それらは全てのいのちに反旗を翻し、死のために押し迫った。

やがて来るべき終わりの日にも、同じことが起きる。私達は今、恵みが恵みとして注がれている今の内に悔

い改め、救いの箱舟であるイエスキリストへと立ち返るべきである。

そして、ノアが忍耐しながら箱舟を建て上げつつ、義を宣べ伝えたように、私達も、忍耐しつつキリストの体

を建て上げる働きをしつつ、福音を宣べ伝えるべきである。

ノアのように、キリストの体を建て上げつつ、多くのいのちを救いへと導く皆さんでありますように！

イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　http://ustre.am/Ydeh  (Y は大文字)

日曜礼拝

1部礼拝　　　　　　　　　　　　　　10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝（韓国語通訳有） 　  　14:00
聖書の学び会（雅歌書）　　　15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。

第 9 巻 21 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014 年 5 月 25 日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://ustre.am/Ydeh

